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研究の概要 

児童虐待死亡事例の裁判記録から子どものアドボカシーを考える  

行政機関による児童虐待死亡事例検証報告を参考に、報告されている事例のうち関係機関がかかわった事

例について裁判記録を閲覧し、そこから読み取った被害児の言動から、子どものアドボカシーについての課

題を挙げ、子どもの声を適切に聞くために、必要な人材を育成する意義について考察した。                  

 本研究におけるアドボカシーの対象については、➀意思表示が難しい、➁権利や希望を尊重する必要があ

る、➂自己決定を支えるための支援の必要である。以上の定義を用いていた上で、被害児を対象としている。                                          

今までの研究の中で、裁判傍聴や閲覧した裁判記録資料から、子どもの言動が一時保護や家庭引き取りな

どに大きく影響があると思われる場面を持つ２つの裁判事例をあげる。さらに事例研究を実施し課題点やそ

の解決方法を考察することで、今後、同じことを繰り返さないために何を見間違えたのか検証し、これから、

どうするべきかを考える上で意義がある。       

自治体などが子どものアドボカシーについて適切な人材を育成する際に、協働することができ、研修会の

実施や講習をおこなうことで、児童虐待の予防や防止に寄与する有意義な研究であると考える。          

本研究は所属している「日本社会福祉学会」「日本子ども虐待防止学会」「日本司法福祉学会」、「欧州犯罪学会」

等において、その一部や関連テーマで個人発表や企画分科会、公募シンポジウムで成果を発表している。 
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